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「津山市版事業仕分け」評価（判定）結果に対する今後の市の対応方針について 
評 価 （ 判 定 ） 結 果 に 対 す る 市 の 対 応 方 針 事業 

番号 
事 業 名 等 
【担 当 課】 

仕分け評価

（判定）結果 今後の方向性 今 後 の 事 業 の 考 え 方 

 １ 
「広報つやま」発行事業 
 
【秘書広報室・協働推進課】 

要 改 善 改善見直し 

○配布手数料の見直し 
・平成２３年度中に他の配布方法との比較や他都市の状況調査を行い、その結果をもとに見直しに

ついて津山市連合町内会と協議を行う。 
○市民ニーズに合った広報紙の作成、経費削減を検討 
・平成２３年度に市民へ広報紙についてのアンケートを実施する。 
・より読まれる広報紙とするため、アンケート結果から市民ニーズを把握し、広報紙の内容・編集

に反映させる。 
・仕分け結果の意見やアンケート結果を参考としながら、広報紙作成作業等について、経費削減可

能なところを点検・検討する。 

 ２ 

パワーアップ商業振興事業

（空き店舗対策） 

 

【産業支援課】 

廃  止 改善見直し 

中心商店街は、本市の既存都市機能の一つであり、中心商店街の活力向上は中心市街地の活性化に

つながることから、指摘を踏まえた事業の再整理を行い、実施する。 

ただし、継続実施後は、３年間を期限として、事業効果を十分に検証したうえで、廃止も含めて再

検討を行う。 

【判定と異なる方針の理由】 

・中心商店街は、各商店主の高齢化と後継者難といった課題を抱えており、都市機能としての商店

街の活力向上を図るためには、新規出店者（商店主）を呼び込み、商店街全体の活性化を進めて

いくことが必要と考える。 

 ・シャッター通りの言葉に代表されるように、現状のまま放置すれば、本市の今後のまちづくりに

も大きな影響を与えることが予想される。 

 ・中心商店街を単なる商業施設として捉えず、まちづくりの一翼を担う、民間活力の導入につなが

る施策として、空き店舗対策事業に取り組んでいきたいと考える。 

・現在策定中の「津山市中心市街地活性化基本計画」において、本事業を含む各事業に一体的に取

り組むことによって、中心市街地の活性化を目指すこととしている。 

 ３ 

科学技術イベント委託事業

（産業展） 

【産業支援課】 

要 改 善 改善見直し 

・従来開催を続けてきた、現状の産業展は廃止とする。 

・平成２３年度中に関係団体の意見を聴取したうえで、平成２４年度以降、国の産業施策の方向性と

して示されている、農商工連携の推進に資する事業としての開催を検討する。 
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評 価 （ 判 定 ） 結 果 に 対 す る 市 の 対 応 方 針 事業 
番号 

事 業 名 等 
【担 当 課】 

仕分け評価

（判定）結果 今後の方向性 今 後 の 事 業 の 考 え 方 

 ４ 

アイススケート場管理運営

事業 

【スポーツ課】 

要 改 善 改善見直し 

  設置者制定の岡山県津山陸上競技場条例を基に、岡山県の見解と津山市スポーツ振興審議会の意見

をとり入れつつ、利用料金・利用促進・サービス向上・経費削減の方策について総合的に見直し、改

善を図る。 

 ５ 

生ごみ処理容器設置事業補

助金 

【環境業務課】 

要 改 善 改善見直し 

・補助金制度の啓発については、新たに他のメディアの活用や販売店の協力による啓発に取り組み、

更なる周知徹底を図る。 

・市民の意識改善については、これまでの継続した取り組みをより一層推進し、意識改善に努める。 

・将来の制度見直しは、津山市ごみ減量新行動計画で示している減量目標値を達成できた時点で、終

期を含め検討する。 

 ６ 

津山国際総合音楽祭事業 

 

【文化振興課】 

要 改 善 改善見直し 

・音楽都市構想の根幹事業として、市民の音楽芸術の鑑賞機会と活動の成果を発表する場を提供する。 

・出演者としての市民参加、観客としての市民参加の両面を推進し、真に愛される音楽の祭典にする

とともに、音楽文化の普及と発展を図る。 

・今年開催の第８回については、「市民懇談会」の内容を取り入れ、より市民に親しまれ、感動を与

えるものになるよう、プログラム構成や啓発・ＰＲ活動を進める。 

・事業規模については、経済状況などを勘案しながら見直しを検討する。 

 ７ 

文化推進事業（ヴォーカル

アンサンブル津山） 

 

【文化振興課】 

要 改 善 改善見直し 

・優れた音楽レベルを持ったプロ合唱団として、市民に質の高い音楽を提供することを目的に活動す

る。 

・小編成の活動によって機動性を高め、小中学校の音楽指導や依頼公演など、積極的に事業展開する

ことで市民の認知度アップを図る。 

・他団体との共催事業の手法により、経費の削減を行う。 

・広報、宣伝活動について、実効性のある方策を研究する。 

・第８回音楽祭終了後、事業内容、メンバー構成、経費について全体的な検討を加える。 

 ８ 

共同作業所・農機具保管庫

管理委託事業 

【農業振興課】 

廃  止 廃  止 
国及び県補助金の処分制限期間（施設の耐用年数）の経過している施設等から、順次地元管理組合

等へ譲渡する方向で調整する。 
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評 価 （ 判 定 ） 結 果 に 対 す る 市 の 対 応 方 針 事業 
番号 

事 業 名 等 
【担 当 課】 

仕分け評価

（判定）結果 今後の方向性 今 後 の 事 業 の 考 え 方 

 ９ 
特別支援教育推進事業 

【学校教育課】 
要 改 善 改善見直し 

本事業が学校教育における最重要教育課題であることを踏まえ、就学前児童等に対する充実した指

導訓練等の実施状況を義務教育に切れ目なくつなげるため、一貫した指導・支援体制について、仕分

け判定結果や仕分け人意見を参考に再構築を図る。 

１０ 

市税催告事業（納税よびか

けセンター） 

【納税課】 

要 改 善 改善見直し 過去３ヵ年度の実績から、業務内容の見直しを図るとともに経費削減に努める。 

１１ 

ファミリーサポートセンタ

ー管理運営事業 

【こども企画課】 

要 改 善 改善見直し 

市民評価委員の評価(判定)「市が実施(要改善)」並びに意見(コメント)を最大限尊重し、次の改善

を検討する。 

   ① 組織機構と開設場所 

   ② 利用料金 

   ③ 運営形態 

１２ 
遺児激励金支給事業 

【こども課】 
現行どおり 現行どおり 市が現行どおりの事業内容で実施する。 

１３ 

津山老人福祉センター運営

事業 

【高齢介護課】 

要 改 善 改善見直し 

・平成２３年度から温泉施設の修繕改修に対しては補助しない。 

・実施主体である津山市社会福祉協議会が、地域の高齢者のための施設として存続させる場合は、補

助を行う。ただし、大規模修繕等への補助は行わない。 

１４ 

津山老人福祉センターバス

運行事業 

【高齢介護課】 

廃  止 廃  止 
公共交通全体の施策との整合性を図るものとし、平成２３年度は現行どおり運行し、平成２４年度

事業廃止に向けて平成２３年度中に調整を図る。 

１５ 
高齢者講座事業 

【高齢介護課】 
廃  止 廃  止 

高齢者のみの講座とするのではなく、生涯学習講座の中で整理することとし、平成２３年度は現行

どおり委託とし、平成２４年度事業廃止に向けて平成２３年度中に調整を図る。 

 


